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ピックアップ議会ピックアップ議会
　　◦令和4年度沼津市一般会計補正予算（第6回）における
　　　コロナ禍の物価高騰対策等の内容���������������� P.2

市政について問う！市政について問う！
　　◦12人の議員が一般質問を行いました� ������������ P.4〜7

委員会レポート委員会レポート
　　◦常任委員会（総務、文教産業、民生病院、建設水道）
　　　所管事務調査について報告します���������������� P.10

きれいに咲いたよ（第五小学校）



　６月定例会では、コロナ禍における物価高騰への対策等に関する一般会計補正予
算が上程され、原案のとおり可決しました。
　ここでは、補正予算に計上された主な内容についてお知らせします。

ピックアップピックアップ
議会議会

問�補正内容とその目的は。
答新型コロナウイルス感染症などの
影響により、食材の価格が高騰し
ていることを受け、学校給食の質
の確保や安定供給のため、10月
から給食材料費を増額するもので
ある。
あわせて、小中学校に通う児童生
徒を持つ子育て世帯の家計負担軽
減のため、国の新型コロナウイル
ス感染症対応地方創生臨時交付金
を活用し、給食材料費の増額分を
含めた一定期間の学校給食費を無
償とするものである。

問�補正内容とその目的は。
答コロナ禍における物価高騰等の影
響を受けている民間保育所等にお
いて、値上げすることなく、これ
までどおり給食の栄養バランスや
量を維持するため、給食材料費へ
の補助を行うものである。

問�補正内容とその目的は。
答コロナ禍における物価高騰等の影
響を受ける農業者を支援するため、
本市に住民登録のある富士伊豆農
業協同組合の正組合員が支払う農
業肥料の購入経費に対して、5月
31日時点の単価と値上げ後の単
価の差額を補助するものである。

①市立小中学校の給食材料費に係る経費

民間保育所等の給食材料費に対する補助

農業者の肥料購入経費に対する補助

② �市立小中学校の学校給食費を令和４年
10月から令和５年３月まで無償化
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コロナ禍の物価高騰対策等の主な内容
議第52号　令和４年度沼津市一般会計補正予算（第６回）

2億 7,226万 6,000円
◆学校給食公会計事業	 3,650万円

◆民間保育所等運営支援事業	 1,350万円

◆農業改革推進事業	 8,200万円

一般会計予算決算委員会での主な質疑

一般会計予算決算委員会での主な質疑

一般会計予算決算委員会での主な質疑
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　第13回（6月）定例会は、６月７日から６月28日までの22日間にわたり開催しました。この定例会では、
令和4年度補正予算議案等28件と議員提出議案４件はいずれも原案のとおり決し、また、諮問については
棄却すべきものと答申すること、請願については継続審査とすることとして議決しました。
　また、12人の議員によって一般質問が行われ、活発な議論が交わされました。（P.4 ～７）
　この定例会の主な内容を紹介します。

主な議案一覧
議　案　名 内　　　　容 議決結果

条　
例

議第45号
沼津市税賦課徴収条例等の一部改正

■�地方税法等の一部改正に伴い、所要の改正を行います
地方税法等の一部改正に伴い、個人市民税における住宅借入金等特別税額控除の特例の
適用期限を延長するほか、所要の改正を行うものです。

可決

議第46号
沼津市手数料条例の一部改正

■�長期優良住宅の認定申請に係る手数料を改めます
長期優良住宅の普及の促進に関する法律の一部改正に伴い、長期優良住宅維持保全
計画の認定申請に要する手数料を定めるほか、長期優良住宅建築等計画の認定申請
に係る手数料の額等を改めるものです。

可決

議第47号
沼津市立病院条例の一部改正

■診療報酬の改定に伴い、手数料の額等を改めます
令和4年度診療報酬改定に伴い、保険適用となった不妊治療に係る手数料の規定を
削除するとともに、特別初診料及び特別再診料の額を改めるものです。

可決

予　
算

議第48号
令和4年度沼津市一般会計補正予算
（第4回）

■ 2億 4,096 万 8,000 円を追加し、予算総額は 793億 9,375 万 2,000 円とな
　ります
追加するものは、アスルクラロ沼津ホームタウン推進事業費6,500万円、狭あい道路拡
幅整備事業費3,127万 8,000円が主なもので、財源としては、それぞれの特定財源の
ほか、一般財源として繰越金をもって充てるものです。

可決

議第50号
令和4年度沼津市一般会計補正予算
（第5回）

■ 1億 6,640 万円を追加し、予算総額は 795億 6,015 万 2,000 円となります
追加するものは、新型コロナウイルスワクチン接種事業費1億 6,640万円で、財
源としては、国庫負担金をもって充てるものです。

可決

議第52号
令和4年度沼津市一般会計補正予算
（第6回）

■ 2億 7,226 万 6,000 円を追加し、予算総額は 798億 3,241 万 8,000 円とな
　ります
追加するものは、農業改革推進事業費8,200 万円、沼津の活力応援サポート事業費
4,700万円が主なもので、財源としては、それぞれの特定財源のほか、一般財源とし
て繰越金をもって充てるものです。

可決

人　
事

認第11号
監査委員選任の同意

令和4年 6月 30日をもって任期満了となる宇
う

佐
さ

美
み

文
ふみ

男
お

氏の後任として、岡宮在
住の間

ま

野
の

吉
よし

幸
ゆき

氏を選任するものです。
同意

認第12号
固定資産評価員選任の同意 前税務長の辞任に伴う後任として、現財務部長の岩

いわ

瀨
せ

宗
そう

一
いち

氏を選任するものです。 同意

認第13号
副市長選任の同意

令和4年6月30日に辞職する硎
とぎ

谷
や

明
あき

正
まさ

氏の後任として、裾野市茶畑在住の塚
つか

本
もと

秀
ひで

綱
つな

氏を選任するものです。 同意

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。

会派別　賛否が分かれた議案一覧

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

虹

の

会

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
沼
津

公
明
党

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

未
来
の
風

無
所
属

（7） （5） （4） （4） （3） （2） （2） （1）
条
例 議第47号 沼津市立病院条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

人
事 認第13号 副市長選任の同意 同意 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

6 月定例会の主な内容�

〇＝賛成　×＝反対　ー＝退席　　※（　）内は所属議員数

沼津市議会 検索
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問
小
中
学
校
で
導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
利
用
に
当
た
り
、
利
用
時
間
や
閲

覧
を
制
限
す
る
考
え
は
。

答
教
育
長
／
本
市
で
は
、
子
供
た
ち
の

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
む
た
め
、
学
校
生

活
に
限
ら
ず
、
家
庭
に
お
い
て
も
、
自
律

的
・
探
求
的
な
学
び
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
、
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
危
険
性
が
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
の
閲
覧
制
限
な
ど
を
除
き
、
利

用
時
間
や
特
定
の
動
画
の
視
聴
に
関
す
る

制
限
を
設
け
る
予
定
は
な
い
が
、
引
き
続

き
、
端
末
の
活
用
状
況
を
分
析
し
た
上
で
、

必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問
全
年
齢
を
対
象
と
し
た
バ
ス
の
定
額

乗
り
放
題
パ
ス
ポ
ー
ト
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
交
通
弱
者
の
救
済
の
み
な
ら
ず
、
新

た
な
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

答
都
市
計
画
部
長
／
現
在
、
市
内
で
は

富
士
急
シ
テ
ィ
バ
ス
と
東
海
バ
ス
が
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
定
額
乗
り
放
題
の
定

期
券
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
定
期
券

を
購
入
す
る
と
、
富
士
急
シ
テ
ィ
バ
ス
で

は
全
路
線
が
乗
り
放
題
、
東
海
バ
ス
で
は

一
回
に
つ
き
百
円
で
乗
車
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
三
つ

の
バ
ス
会
社
の
運
行
に
よ
り
広
範
囲
に
バ

問
市
民
が
死
亡
し
た
際
に
家
族
が
手
続

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
市
民
福
祉
部
長
／
家
族
が
亡
く
な
っ

た
場
合
、
そ
の
遺
族
が
様
々
な
手
続
を
行

う
こ
と
は
、
心
身
と
も
に
多
大
な
負
担
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
少
し
で

も
遺
族
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
必
要

な
手
続
を
一
括
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
庁
内
の
事
務

手
続
や
シ
ス
テ
ム
対
応
を
は
じ
め
と
し
た

連
携
体
制
の
構
築
、
設
置
場
所
に
関
す
る

課
題
等
の
整
理
・
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
も
事
業
者
と
連
携
し
、
利
用
者

の
増
加
策
な
ど
を
含
め
、
様
々
な
検
討
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、
利
用
者
目
線
に

よ
る
路
線
の
再
編
や
運
行
ダ
イ
ヤ
の
改
善
、

路
線
バ
ス
の
乗
車
券
と
人
気
ス
ポ
ッ
ト
や

飲
食
店
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ

た
企
画
乗
車
券
の
販
売
、
定
額
乗
り
放
題

料
金
の
設
定
な
ど
、
利
用
者
増
加
と
収
益

確
保
の
両
面
の
観
点
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

公
共
交
通
が
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
利
便
性
の
高
い
移
動
サ
ー
ビ
ス
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
事
業
者
と
協
議
し
て

い
く
。

小
泉　
宣
子

原　
　
信
也

沼津方式バス乗り放題パスポートを
導入する考えは

タブレット端末の　　　　　
利用時間等を制限する考えは

一
般
質
問

議員名 主な質問項目 掲載頁

小泉　宣子 ＩＣＴ活用推進、学校教育、行政手続 4

原 　 信也 定額乗り放題パスポート ４

尾藤　正弘 雑がみリサイクル、高齢者の買物弱者対策、入札方法 ５

霞　  惠介 教職員の労働環境改善に向けた取組 ５

渡部一二実 改正育児・介護休業法対応策、パワハラ防止対応策等 ５

渡邉　博夫 ゼロカーボンシティ、ゼロカーボン推進条例、クラスター ５

小澤　　隆 同性パートナーへの広報、生理用品の配布、ごみの分別 ６

井原三千雄 行政改革、中心市街地の拠点としての中央公園 ６

山下富美子 市立小中学校のいじめ、被害者等への対応、事例の検証 ６

岡田　進一 要介護高齢者及び家族への支援施策 ６

川口　三男 公共施設最適化計画 30年間の更新費用 1,481 億円の根拠 ７

梅沢　　弘 人口減少社会、実質公債費比率、固定資産減価償却率 ７

第
十
三
回
（
六
月
）
定
例
会
で
は
、
十
二
人
の

議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※議員名の下のＱＲコードを読み取ると、各議員の一般質問の録画映像が視聴できます。
※文面中の波線（ ）については、P.7 の用語解説を御覧ください。

全ての質問項目（通告一覧）はこちら
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問
１※

雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、
一

部
の
自
治
会
で
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
雑
が
み
回
収
の
看
板
を
設
置
し
、
回
収

し
た
雑
が
み
の
重
さ
を
計
測
・
数
値
化
し

て
住
民
に
報
告
す
る
取
組
の
ほ
か
、
広
報

紙
に
雑
が
み
の
特
集
記
事
を
掲
載
す
る
な

ど
、
地
域
で
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
が
、

本
市
の
雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル
普
及
に
向
け

た
取
組
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
雑
が
み
を
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
大
切
な
資
源
と
位
置
づ
け
、

令
和
四
年
三
月
に
市
内
に
配
付
し
た
ご
み

の
分
別
・
減
量
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
イ

ラ
ス
ト
を
用
い
て
、
雑
が
み
の
判
別
方
法

問
本
市
職
員
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
に
向
け
た
取
組
は
。

答
企
画
部
長
／
各
部
署
に
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
相
談
員
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
人
事

課
に
窓
口
を
設
置
し
、
職
員
が
相
談
し
や

す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
を
設
置
し
、
必

要
に
応
じ
て
事
実
関
係
の
調
査
等
を
行
う

体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
管
理

職
等
を
対
象
と
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

研
修
に
加
え
、
全
職
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
年
一
回
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
早
期
発
見
と
迅
速
な
対

応
を
図
っ
て
い
る
。

問
２※

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て
、
①

市
民
の
認
知
状
況
は
。
②
児
童
生
徒
の
認

知
度
を
高
め
る
た
め
の
取
組
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
①
令
和
元
年
に
全

国
で
実
施
し
た
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
本

条
約
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
大
人
が
四
割

で
あ
り
、
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
の

結
果
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お

い
て
も
、
全
国
と
同
様
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
長
／
②
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
道

徳
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
、

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
授
業
を
実
践
す

る
ほ
か
、
本
条
約
そ
の
も
の
を
取
り
上
げ
、

子
ど
も
自
身
の
生
存
・
発
達
・
保
護
・
参

問
４※

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
に
つ
い
て
、
①
市
長
の
決
意
は
。

②
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
向
け
た
取
組
と

推
進
条
例
の
制
定
に
対
す
る
認
識
は
。

答
市
長
／
①
脱
炭
素
社
会
の
実
現
は
、

行
政
だ
け
で
は
困
難
で
あ
り
、
市
民
と
強

力
に
連
携
し
、
全
市
一
丸
と
な
っ
て
各
種

施
策
に
臨
ん
で
い
く
。
②
第
二
期
沼
津
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
区
域
施
策

編
）の
改
定
を
行
う
中
で
、
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。
条
例
制
定

に
つ
い
て
は
、
事
業
者
等
に
負
担
を
求
め

る
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
幅
広
い
観
点

か
ら
調
査
研
究
し
、
検
討
し
て
い
く
。

や
簡
単
な
出
し
方
を
紹
介
す
る
な
ど
、
市

民
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
定
着
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
職
員
に
よ
る
出
前
講
座
や

小
中
学
校
で
の
環
境
教
育
な
ど
、
様
々
な

機
会
を
通
じ
て
雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
周

知
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

問
本
市
職
員
へ
の
育
児
休
業
取
得
の
対

応
状
況
と３※

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
を
踏

ま
え
た
今
後
の
取
組
は
。

答
企
画
部
長
／
法
改
正
前
か
ら
人
事
課

に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
改

正
後
は
、
課
長
級
職
員
に
対
し
て
は
、
育

児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
の
推
進
を
、
新
規
採
用
職
員
に
対
し
て

は
、
本
制
度
の
理
解
促
進
を
そ
れ
ぞ
れ
図

っ
て
い
る
。
育
児
休
業
は
家
庭
環
境
等
を

踏
ま
え
、
職
員
の
意
思
で
申
請
を
行
う
も

の
で
は
あ
る
が
、
今
後
は
、
男
性
職
員
も

含
め
た
積
極
的
な
休
業
取
得
に
係
る
意
識

の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

加
な
ど
に
関
わ
る
様
々
な
権
利
の
認
知
度

向
上
に
努
め
て
い
る
。

問
子
ど
も
の
権
利
が
守
ら
れ
、
子
ど
も
が

健
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
子
ど
も

の
権
利
条
例
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
現
在
、
子
ど
も
の

権
利
を
守
る
た
め
の
理
念
な
ど
を
規
定
す

る
子
ど
も
基
本
法
の
制
定
に
つ
い
て
国
で

審
議
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど

も
の
権
利
条
約
の
市
民
理
解
を
深
め
る
取

組
が
推
進
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
国
の
動
向
や
先
進
事

例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

問
小
中
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
対
策

の
現
状
と
課
題
は
。

答
教
育
長
／
文
部
科
学
省
の
定
め
る
衛

生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
感
染
リ

ス
ク
の
高
い
教
科
や
給
食
、
部
活
動
な
ど

で
は
活
動
の
制
限
や
留
意
点
等
を
踏
ま
え

た
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
自

然
教
室
な
ど
の
行
事
は
、
学
校
内
と
異
な

る
環
境
下
で
の
開
放
感
等
に
よ
り
、
感
染

防
止
対
策
が
緩
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
い
ま
一
度
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底

を
呼
び
か
け
、
引
き
続
き
ク
ラ
ス
タ
ー
防

止
対
策
に
努
め
て
い
く
。

尾
藤　
正
弘

渡
部　
一
二
実

霞　
　
惠
介

渡
邉　
博
夫

雑がみリサイクル普及
に向けた取組は

本市におけるパワハラ防止
のための取組は

子どもの権利条例制定
に向けての認識は

2050年ゼロカーボンシティ実現
に向けた市長の決意は

一 般 質 問市政について問う！

▲ぬまづ分別隊　エコルンジャー
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問
女
性
の
社
会
進
出
の
促
進
に
向
け
て
、

対
象
者
を
限
定
し
な
い
生
理
用
品
の
配
布

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
市
民
福
祉
部
長
／
本
市
で
は
、
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
生
理
用
品
の
無
償
配
布

は
既
に
実
施
し
て
い
る
が
、
対
象
者
を
限

定
し
な
い
生
理
用
品
の
配
布
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
、
女
性
の
社
会
進
出
に
与
え
る
効

果
や
影
響
等
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
等
が
、
①
同
一
世

帯
と
し
て
住
民
登
録
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

②
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
家
族
介

護
慰
労
金
を
、
本
人
や
家
族
に
代
わ
っ
て

申
請
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

問
い
じ
め
被
害
者
及
び
そ
の
保
護
者
に

対
し
、
い
じ
め
調
査
の
情
報
や
調
査
報
告

書
を
提
供
す
る
考
え
は
。

答
教
育
長
／
い
じ
め
調
査
の
方
法
や
進

捗
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
都
度
、
被
害
者

及
び
保
護
者
に
丁
寧
に
報
告
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
で
の
話
合
い
や
教
育
委
員
会

へ
の
報
告
内
容
、
被
害
者
か
ら
聞
き
取
っ

た
状
況
等
に
つ
い
て
、
報
告
書
と
し
て
提

供
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。

問
い
じ
め
の
重
大
事
態
に
関
す
る
調
査

結
果
を
公
表
す
る
考
え
は
。

答
教
育
長
／
本
市
に
お
い
て
、
い
じ
め

の
重
大
事
態
に
関
す
る
調
査
結
果
を
公
表

問
第
三
次
沼
津
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
の

取
組
成
果
と
課
題
に
対
す
る
認
識
は
。

答
市
長
／
本
プ
ラ
ン
の
取
組
の
う
ち
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
事
業
及
び

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
目
標
を
大
幅
に
超
え

る
成
果
を
残
す
と
と
も
に
、
市
税
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、

基
本
理
念
に
沿
っ
た
行
政
改
革
が
推
進
さ

れ
た
。
一
方
で
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
情

報
技
術
の
活
用
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問
中
央
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
①

中
心
市
街
地
で
の
新
た
な
位
置
づ
け
は
。

②
史
跡
と
し
て
の
意
義
と
活
用
は
。

問
要
介
護
高
齢
者
と
そ
の
家
族
へ
の
支

援
施
策
の
充
実
に
対
す
る
取
組
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
令
和
三
年
三
月
に

策
定
し
た
第
九
次
沼
津
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

高
齢
者
が
自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
に
の
っ
と
り
、
国
の
実
施
要

綱
に
基
づ
く
家
族
介
護
慰
労
事
業
や
本
市

独
自
施
策
で
あ
る５※

重
度
要
介
護
者
通
院
支

援
事
業
な
ど
、
要
介
護
者
と
そ
の
家
族
へ

の
支
援
を
含
む
諸
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

問
近
隣
他
市
町
と
比
較
す
る
と
、
本
市

独
自
の
支
援
策
の
支
給
要
件
が
厳
し
い
な

答
市
民
福
祉
部
長
／
①
同
性
パ
ー
ト
ナ

ー
等
で
あ
っ
て
も
、
同
居
か
つ
生
計
を
一

に
す
る
場
合
、
同
一
世
帯
と
し
て
住
民
登

録
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

福
祉
事
務
所
長
／
②
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
等
で
あ

っ
て
も
、
本
人
及
び
そ
の
家
族
に
代
わ
っ

て
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
要

介
護
者
を
介
護
す
る
家
族
等
に
支
給
さ
れ

る
家
族
介
護
慰
労
金
に
つ
い
て
は
、
同
性

パ
ー
ト
ナ
ー
等
で
あ
っ
て
も
要
介
護
者
を

介
護
し
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
、
申
請
を
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
た
事
例
は
な
く
、
事
案
内
容
や
重
大
性
、

被
害
者
及
び
保
護
者
の
意
向
、
被
害
者
へ

の
影
響
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
適
切
に

判
断
し
て
い
く
。

問
い
じ
め
被
害
者
へ
の
学
校
や
教
育
委

員
会
の
対
応
は
。

答
教
育
長
／
い
じ
め
が
確
認
さ
れ
た
場

合
に
は
、
被
害
者
及
び
保
護
者
に
寄
り
添

い
、
意
向
の
確
認
や
対
応
方
針
の
説
明
を

十
分
に
行
う
な
ど
、
問
題
の
解
決
に
向
け

た
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
、

児
童
生
徒
が
一
日
で
も
早
く
安
心
し
て
学

校
に
通
え
る
よ
う
、
学
校
と
教
育
委
員
会

が
連
携
し
、
問
題
解
決
に
努
め
て
い
く
。

答
都
市
計
画
部
長
／
①
香
貫
山
や
狩
野

川
な
ど
公
園
周
辺
の
地
域
資
源
と
の
回
遊

性
や
交
流
機
能
を
強
化
す
る
な
ど
、
中
心

市
街
地
に
ふ
さ
わ
し
い
、
開
放
的
で
利
用

し
や
す
い
公
園
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

②
本
公
園
は
現
在
の
中
心
市
街
地
の
礎
と

な
っ
た
重
要
な
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、

再
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
面
積

の
中
で
幅
広
い
年
代
層
が
様
々
な
目
的
で

活
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

が
必
要
で
あ
る
。
市
民
・
利
用
者
等
を
交

え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、
今
後
の

公
園
の
活
用
方
法
を
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
。

ど
支
援
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
本
市
の
取
組
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
支
給
要
件
に
つ
い

て
は
、
介
護
保
険
制
度
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
保
険
給
付
と
の
重
複
を
避
け
る
と
い

う
基
本
的
な
考
え
方
の
下
に
定
め
て
い
る
。

な
お
、
支
援
内
容
に
つ
い
て
は
、
介
護
を

取
り
巻
く
状
況
や

国
の
制
度
改
正
を

踏
ま
え
、
必
要
に

応
じ
て
見
直
し
の

検
討
を
行
う
な
ど

適
切
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

小
澤　
　
隆

山
下　
富
美
子

井
原　
三
千
雄

岡
田　
進
一

女性の社会進出の促進に向けた
生理用品の配布の考えは

小中学校でのいじめ被害者等への
対応は

第3次沼津市行政改革プランの
成果と課題は

要介護高齢者とその家族への
支援施策の充実は

一 般 質 問市政について問う！
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問
沼
津
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
で
、
公
共
施
設
の
最
適
化
や
長
寿
命
化

対
策
等
を
実
施
し
た
場
合
の
建
物
の
改
修・

更
新
経
費
を
千
四
百
八
十
一
億
円
と
試
算

し
て
い
る
が
、
そ
の
積
算
対
象
施
設
は
。

答
財
務
部
長
／
対
象
施
設
は
地
区
セ
ン

タ
ー
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
や
文
化
セ

ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育
・
文
化
施
設
、
保

育
所
等
の
子
育
て
施
設
、
体
育
館
等
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
、
合
計
三
百
四
十
七
施

設
で
あ
る
。そ
の
う
ち
、市
庁
舎
の
改
修
・

更
新
経
費
に
約
二
十
九
億
円
、
市
立
病
院

の
改
修
経
費
に
約
百
億
円
、
学
校
教
育
施

設
の
改
修
・
更
新
経
費
に
約
六
百
億
円
な

問
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
推
進

に
伴
う
実
質
公
債
費
比
率
の
上
昇
は
、
市

民
が
享
受
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
削
減
さ

れ
る
な
ど
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
考
え
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

答
財
務
部
長
／
本
市
の
実
質
公
債
費
比

率
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
国
が
示
す
早
期

健
全
化
基
準
で
あ
る
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
や
投
資
的
経
費
の
抑
制
が
必
要
な
水
準

に
は
及
ば
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
実
質
公
債
費
比
率
の
上
昇

は
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
に
つ
な
が
る
可

能
性
も
あ
り
、
今
後
も
財
政
指
標
に
注
視

し
つ
つ
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

問
老
朽
化
す
る
各
種
イ
ン
フ
ラ
及
び
公

共
施
設
に
対
す
る
認
識
は
。

答
財
務
部
長
／
公
共
施
設
の
老
朽
化
率

を
表
す６※

有
形
固
定
資
産
減
価
償
却
率
は
、

港
湾
・
漁
港
、
体
育
館
・
プ
ー
ル
、
庁
舎
、

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
類
似
団
体
の
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在

稼
働
し
て
い
る
各
施
設
に
つ
い
て
は
、
機

能
や
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な

い
よ
う
、
適
切
に
維
持
管
理
を
行
い
、
沼

津
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基

づ
き
、
施
設
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
等
を
実
施
し
て
い
く
。

川
口　
三
男

梅
沢　
　
弘

公共施設の最適化や長寿命化対策の
対象施設と財源の確保は実質公債費比率に対する認識は

用 語 解 説

※１　雑がみ（P.５）
お菓子や贈答品の紙箱、ティッシュの箱、紙袋、カレ
ンダーやポスター、ラップやトイレットペーパーの芯、
包装紙、はがきなど、リサイクルできる紙のこと。

※４　2050年ゼロカーボンシティ（P.５）
2050年までにCO2（二酸化炭素）排出量実質ゼロ
（脱炭素化）を目指し、取り組むことを表明した自治
体のこと。

※２　子どもの権利条約（P.５）
正式名は「児童の権利に関する条約」で、国際的な条
約のこと。子ども（18歳未満の児童）の基本的人権
を国際的に保障するために定められ、子どもの生存・
発達・保護・参加という権利を実現・確保するために
必要となる事項を規定している。

※５　重度要介護者通院支援事業（P.６）
要介護４または５で、かつ、ストレッチャー用車両に
よる移送が必要な人を対象とした、専用の車両で病院
と自宅の間を送迎する本市独自の高齢者在宅福祉サー
ビスのこと。所得に応じて利用者負担がある。

※３　改正育児・介護休業法（P.５）
労働者の仕事と育児や介護を両立できるように支援す
るための法律で、2021年に育児休業を取得しやすい
雇用環境の整備が義務化されるなど大きく改正された
もの。

※６　有形固定資産減価償却率（P.７）
地方公共団体の資産の老朽化を示す指標のこと。耐用
年数に対して資産の取得からどの程度経過しているの
か把握することができ、数値が大きいほど老朽化が進
んでいる。

一 般 質 問市政について問う！

ど
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
公
共
施
設
の
改
修
・
更
新
経
費
と
、

市
民
の
暮
ら
し
や
健
康
を
守
る
社
会
保
障

を
両
立
し
た
財
源
確
保
の
認
識
は
。

答
財
務
部
長
／
公
共
施
設
の
改
修
・
更

新
等
で
は
国
・
県
の
補
助
制
度
や
起
債
の

活
用
の
ほ
か
、
余
剰
資
産
の
売
却
等
を
進

め
、
財
源
確
保
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

社
会
保
障
は
国
の
社
会
保
障
制
度
に
交
付

税
措
置
が
あ
り
、
今
後
も
財
源
は
維
持
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
財
政
の
健
全

性
を
保
ち
つ
つ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
な
い
よ
う
、
各
事
業
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
進
め
て
い
く
。
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　令和３年11月議会における山下議員への懲罰と一般質問の発言の一部取消しに対し、請願代表者ほか
406名から、江本浩二議員を紹介議員として「山下富美子議員への懲罰と議会発言削除撤回を求める請
願」が議長宛てに提出され、５月31日に受理されました。
　この請願を審査するため、請願審査特別委員会が設置され、次の８人の委員により審査しました。

請願とは、憲法で認められた国民の権利であり、国や地方公共団体等に意見や要望を述べるもので、地
方自治法の規定により、提出には議員の紹介が必要です。市議会に提出された請願は、担当の委員会で
内容を審査し、本会議で採択・不採択を決定します。

請願審査の流れは次のとおりです。

委 員 長　　深田　　昇
副委員長　　小泉　宣子
委 　 員　　平野　　謙
委 　 員　　尾藤　正弘
委 　 員　　梅沢　　弘
委 　 員　　岡田　進一
委 　 員　　江本　浩二
委 　 員　　髙橋　達也

請願とは？

請願審査の基本的な流れ

請
願
書
の
提
出

議
長
が
受
理

本
会
議
に
上
程
・
委
員
会
付
託

委
員
会
で
審
査

本
会
議
で
審
査
結
果
報
告

本
会
議
で
議
決

請
願
者

執
行
機
関

結果
通知

送付

採択・
不採択

紹介議員
が必要です

請願審査特別委員会を設置

　本委員会は、6月20日及び24日の2日間にわたり、紹介議員に対する質疑や、委員外議員として山
下議員に説明を求めるなど審査を行ってきましたが、延会となり、本会議閉会中も継続して慎重に審
査する必要があるとして、委員長が議長宛てに閉会中継続審査申出書を提出しました。その後、６月
28日の本会議にて、委員長からの申出のとおり閉会中の継続審査とすることに決定しました。
　その後、7月11日及び20日に委員会を開催し、質疑・討論の後、採決を行い、起立採決の結果、
本請願は不採択とすべきものと決しました。本委員会での審査の結果を受け、今後、本会議において
本請願について採択・不採択を決定することとなります。
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常任委員会

総務委員会 文教産業委員会
◎原　　信也	 ○	小澤　　隆
　浅田美重子	 	 岡田　進一
　山下富美子	 	 梶　　泰久
　渡邉　博夫

◎深田　　昇	 ○	市川　道隆
　尾藤　正弘	 	 江本　浩二
　片岡　章一	 	 植松　恭一
　浅原　和美

民生病院委員会 建設水道委員会 
◎水口　　淳	 ○	大場　豪文
　村木　　豊	 	 加藤　明子
　長田　吉信	 	 渡部一二実
　髙橋　達也

◎霞　　惠介	 ○	小泉　宣子
　平野　　謙	 	 久保田吉光
　井原三千雄	 	 梅沢　　弘
　川口　三男

一般会計予算決算委員会
◎加藤　明子	 ○	平野　　謙	 浅田美重子	 小泉　宣子	 小澤　　隆
　梅沢　　弘	 	 江本　浩二	 片岡　章一	 植松　恭一	 水口　　淳
　梶　　泰久	 	 渡部一二実	 渡邉　博夫	 川口　三男

特別会計企業会計予算決算委員会
◎井原三千雄	 ○	市川　道隆	 村木　　豊	 大場　豪文	 尾藤　正弘
　久保田吉光	 	 霞　　惠介	 深田　　昇	 原　　信也	 岡田　進一
　山下富美子	 	 長田　吉信	 髙橋　達也	 浅原　和美

議会運営委員会 議会だより編集委員会
◎梶　　泰久	 ○	久保田吉光
　平野　　謙	 	 小泉　宣子
　植松　恭一	 	 渡邉　博夫
　髙橋　達也

◎長田　吉信	 ○	浅田美重子
　大場　豪文	 	 小泉　宣子
　霞　　惠介	 	 市川　道隆
　岡田　進一	 	 山下富美子

常任委員会等名簿� ◎は委員長、〇は副委員長

会派別名簿� ★は会派の代表者

議会
人事

志政会
★髙橋　達也	 浅原　和美	 市川　道隆
　井原三千雄	 小澤　　隆	 加藤　明子
　渡邉　博夫

虹の会
★植松　恭一	 大場　豪文	 原　　信也
　平野　　謙	 村木　　豊

市民クラブ
★梶　　泰久	 霞　　惠介	 深田　　昇
　渡部一二実 

自民沼津
★久保田吉光	 浅田美重子	 尾藤　正弘
　水口　　淳

公明党
★小泉　宣子	 長田　吉信	 片岡　章一

日本共産党沼津市議団
★川口　三男	 岡田　進一

未来の風
★江本　浩二	 山下富美子

無所属
　梅沢　　弘

（R4.6.21 現在）
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　認　識　

　認　識　

　認　識　

　認　識　

　調　査　

　調　査　

　調　査　

　調　査　

　提　言　

　提　言　

　提　言　

　提　言　

企業立地の促進について危機管理体制における消防団の
機能強化等について

中心市街地における老朽建築物の
更新と市街地環境の向上について

福祉問題の多様化に対する
包括的支援体制の構築について

本市では製造品出荷額等が減少傾向にあるなど、工業
振興は厳しい状況が続いており、雇用拡大や税収増加
等の効果が見込まれる企業立地の促進が求められる。

本市の中心市街地では、建物の老朽化や都市のスポン
ジ化が進行しており、魅力ある都市拠点を形成するた
めには、これらの課題を解決する必要がある。

近年、大規模災害が頻発する中、消防団の活躍が期待
されているが、団員数は年々減少傾向であることから、
団員の確保に向けた取組を積極的に行う必要がある。

8050問題（※）やヤングケアラーなど、複雑化・多
様化する福祉問題に対応するため、市民の相談を包括
的に受け止める支援体制の構築が求められている。

勉強会及び管内視察を行い、本市の企業立地の現状や
課題、事業用地の整備状況、本市及び他市町の企業立
地に関する補助金の交付状況を調査した。

先進自治体に対して文書による調査を行い、老朽建築
物の更新手法や、市街地環境を向上させるための先進
事例を学んだ。また、都市計画道路三枚橋錦町線で行
われた歩行空間の社会実験について調査を行った。

本市消防団の活動状況や課題等を把握するため、市内 
の分団にアンケート調査を行ったほか、県内他市町に 
対して、消防団応援の店制度や機能別団員（分団）制 
度等について文書による調査を行った。 

福井県坂井市、愛知県豊田市の各市と本市をオンライ
ンでつなぎ、先進都市である両市の取組を研究した。

○�事業用地取得や設備投資に対する補助金の拡充を検
討し、企業立地の促進に取り組むこと。
○�既存の補助金に加え、土地の造成や敷地内道路、調
整池等のライフライン工事費用に対する新たな補助
金の創設について検討すること。
○�事業用地のさらなる拡大のため、担当部局を超えた
連携を図り、市街化調整区域の有効活用など、企業
が立地しやすい環境の整備を行うこと。

○�老朽建築物の更新手法として、スムーズな手続によ
り建て替えができる優良建築物等整備事業の手法を
検討していくとともに、本市の特性を踏まえた制度
とすること。
○�まちづくりのシナリオ等の作成に当たっては、本市
が目指すにぎわい形成や具体的なビジョンなどを明
確にし、市民等との合意形成に努めていくこと。

○�近年、頻発・激甚化している自然災害に備えるため、
それぞれの地域や分団に適応した組織や役割を検討
するとともに消防資機材の整備に努めること。
○�消防団応援の店制度の利用率向上のため、対象店
舗・対象業種の拡大を図ること。
○�新たな団員の確保策として機能別団員（分団）制度
の導入を検討すること。

○�職員一人一人が「断らない相談支援」の基本的な考
えを理解し実践できるよう意識の醸成に努めること。
○�コーディネーターを各機関に配置し、本市全体がス
ムーズに連携する体制を整備すること。
○�組織全体で相談事例や対応方針等の情報を共有し、
職員の知識やスキルの向上に努めること。
○��地域との連携を強化し、地域資源を活用した施策を
展開すること。

文教産業委員会

建設水道委員会

総務委員会

民生病院委員会

４常任委員会の
所管事務調査報告

　常任委員会は、その部門に属する事務に関して調査を行う権限
を持っています。所管事務調査権は、市から提案された予算案や
条例案などの議案を審査するのとは違い、各常任委員会が自主的
にテーマを設定し、調査を行い、市当局に対し提言するものです。
今回、この調査報告がまとまりましたのでお知らせします。

委員会
レポート

※�8050問題…80代の親が自宅にひきこもる50代の子供
の生活を支え、経済的・精神的に困窮してしまう状態
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　５月26日に原小学校の6年生99人が、校外学習の一環として本会議場を見学し、市議会
について学びました。
　市議会の仕組みや議員の仕事について説明を受けると、児童たちは熱心にメモを取り、そ
の後、多くの質問がありました。また、普段は入ることのできない場所を見学し、市議会の
雰囲気を体験し、市議会をより身近に感じていました。
　なお、新型コロナウイルス感染症対策のため、４つの班に分かれて見学しました。

　市議会及び議員の活動を知っていただくた
め、本会議の傍聴が可能です。開催日当日、
議場傍聴入口の受付もしくは市役所３階議会
事務局にて受付しています。

※感染症対策に
　御協力をお願いします。

　本会議のライブ中継映像のほか、過去の
映像を配信しています。市議会ホームペー
ジからアクセスできます。

ようこそ議場見学へ
小学生が議場を見学しました！

本会議の傍聴 インターネット議会中継

政務活動費の領収書等をホームページで公開しています開かれた議会へ

政務活動費とは
議員の調査研究その他の活動の経費の一部として、議員または会派に対し交付されるものです。
沼津市議会では、条例により、会派に対し交付され、会派所属議員1人当たり年額48万円です。

ホームページ公開資料
〇収支報告書　〇支出明細書　〇支出伝票　〇領収書　
〇行政視察・研修参加等申請書　〇行政視察・研修参加等報告書

11 ＊ぬまづ市議会だより　№ 236



　
私
は
中
学
三
年
生
で
す
。
地
域
で
の
習
い
事

で
温
か
く
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の

先
生
方
、
そ
し
て
小
さ
な
頃
か
ら
私
た
ち
を
見

守
り
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー
い
と
言
っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
く
だ
さ
る
ご
近
所
の
方

の
お
か
げ
で
、
今
ま
で
安
心
し
て
や
り
た
い
事

に
挑
戦
し
て
こ
ら
れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

中
学
で
は
女
子
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
て
素
敵
な

仲
間
と
出
逢
え
ま
し
た
。
苦
し
く
て
も
助
け
合

い
支
え
合
え
る
仲
間
が
一
番
の
た
か
ら
も
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
将
来
は
、
仲
間
と

支
え
合
い
な
が
ら
社
会
や
地
域
に
貢
献
す
る
、

誰
か
の
助
け
に
な
る
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

出
会
い
と
繋
が
り

　
自
分
に
は
一
つ
目
指
す
理
想
像
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
「
失
敗
を
恐
れ
ぬ
人
間
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
聞
く
だ
け
で
は
簡
単
に
思
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
大
概
の
人
は
「
失
敗
」
と

い
う
も
の
を
、
人
生
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
の
一

コ
マ
を
無
駄
に
す
る
と
い
う
感
覚
で
受
け
取
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
一
度
し
か
な
い
人

生
の
一
部
で
も
無
駄
に
し
た
く
な
い
と
自
然
に

恐
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
し
か
し
、
自
分
は
そ
う
で
は
な
く
、「
失
敗
」

と
い
う
も
の
を
、
次
の
成
功
と
い
う
コ
マ
に
繋

げ
る
ピ
ー
ス
と
し
て
捉
え
、
挑
戦
す
る
き
っ
か

け
と
で
き
る
人
に
な
る
こ
と
を
夢
と
し
た
い
。

私
の
理
想
の
姿

ぼくとわたしの

ゆめ
たから

発
行
／
沼
津
市
議
会

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

〒410-8601　沼
津
市
御
幸
町
16-1

TEL 055-934-4711　
FAX 055-931-1226

E-m
ail:gikai-jim

@
city.num

azu.lg.jp
市
議
会
HPで

は
、
本
会
議
の
録
画
映
像
な
ど
を
配
信
中
!
沼
津
市
議
会

検
索

永年勤続議員表彰される
　浅原和美議員が市議会正副議長４年として、
川口三男議員が議員30年、梅沢弘議員、江本
浩二議員、植松恭一議員、渡部一二実議員（議
席番号順）が議員1５年として、全国市議会議
長会から永年勤続表彰を受けました。
　これに対し、議会と市長から感謝状が贈られ
ました。

副議長
長田吉信 議員

　6月7日に副議長を
辞職した深田昇議員に
対し、感謝状を贈呈す
ることが６月28日の
本会議において、全員
一致で可決され、議会
から感謝状が贈られま
した。

　副議長の辞職に伴い、６月７日に選挙を行った結
果、新たに長田吉信議員が、第102代副議長に当選
しました。

前副議長に感謝状を贈呈

新しい副議長決まる

議会だより次回発行予定　令和４年12月１日

委 員 長   長田　吉信      委 員   大場　豪文      委 員   小泉　宣子      委 員   霞　　惠介
副委員長   浅田美重子      委 員   市川　道隆      委 員   岡田　進一      委 員   山下富美子議会だより編集委員会

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

▲左から植松議員、渡部議員、浅原議員、
　川口議員、梅沢議員、江本議員

▲選挙に先立ち開催した
　所信表明会

第三中学校
　　　　　３年
佐
さ

藤
とう

 由
ゆ

望
の

さん

第四中学校
３年
野
の

村
むら

 嵐
あら

士
し

さん
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